
９月定例月議会特集その２

今週の市議団ニュースでは、９月定例月議会での常任委員会ならびに補正予算審査特別

委員会での、日本共産党議員の質疑を中心にお伝えします。

市市市
議議議
団団団
ニニニ
ュュュ
ーーー
ススス

共
に
し

あ

わ
せ
産

み
だ

す

日
本
共
産
党

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
は
１７
日

（
木
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
委
員
は
鈴
木

一
彦
議
員
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会
に
諮
ら

れ
た
議
案
は
５
本
。
そ
の
う

ち
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
」
に
関
わ
る
議
案

が
２
本
あ
り
ま
し
た
。

①
根
室
市
個
人
情
報
保
護
条

例
市
民
の
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
定
め
た
条
例

で
す
。

こ
の
た
び
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
」
の
実
施
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
定
め
の
な
か
っ
た

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
付
さ
れ

た
情
報
」
に
つ
い
て
の
取
り

扱
い
を
新
た
に
規
定
し
ま
し

た
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
そ

の
も
の
は
、
国
家
に
よ
る
国

民
の
一
元
管
理
や
個
人
情
報

を
危
機
に
さ
ら
す
こ
と
な

ど
、
た
い
へ
ん
問
題
点
の
多
い

制
度
で
す
が
、
今
回
の
条
例
改

正
は
、
対
象
と
な
る
個
人
情
報

を
条
例
に
基
づ
き
厳
格
、
厳
密

に
取
り
扱
う
こ
と
を
定
め
た

も
の
な
の
で
、
賛
成
し
ま
し

た
。

②
根
室
市
手
数
料
条
例

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
が
導

入
さ
れ
る
た
め
、
す
べ
て
の
市

民
（
国
民
）
に
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
の
基
本
４
情

報
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
配

布
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者

に
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
の
ほ
か

本
人
の
写
真
や
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

が
搭
載
さ
れ
た
「
個
人
番
号
カ

ー
ド
」
も
配
布
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
条
例
改
正
で
は
、

「
通
知
カ
ー
ド
」
の
再
交
付
手

数
料
５
０
０
円
と
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
の
同
８
０
０
円
が
新

た
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

鈴
木
議
員
は
、
「
通
知
カ
ー

ド
」
が
本
人
の
意
思
と
は
関
係
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な
く
、
い
わ
ば
強
制
的
に
配

布
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
再

交
付
に
あ
た
っ
て
も
市
民
負

担
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

と
主
張
し
、
反
対
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

補
正
予
算
審
査
特
別
委
員

会
は
１８
日
（
金
）
に
行
わ
れ
、

日
本
共
産
党
か
ら
は
神
忠
志

議
員
が
委
員
と
な
り
ま
し

た
。今

回
の
補
正
予
算
に
も

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
に

関
連
し
た
予
算
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

神
議
員
は
、
ま
ず
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
全
体
で
予
算

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を

質
疑
。

市
は
、
「
住
民
基
本
台
帳
の

デ
ー
タ
と
そ
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
改
修
に
、
平
成
２６
年
度
、

２７
年
度
と
２
年
間
で
整
備
を

進
め
て
き
た
と
し
て
、
今
後
、

１１
月
以
降
カ
ー
ド
の
交
付
事

業
が
始
ま
る
が
、
そ
の
経
費

も
入
れ
て
、
全
体
で
約
６
４

０
０
万
円
余
と
な
る
。
そ
の

う
ち
、
１
４
０
０
万
円
程
度

が
市
の
単
独
持
ち
出
し
と
思

わ
れ
る
。
国
は
、
こ
れ
ら
の

費
用
も
交
付
税
等
で
補
て
ん

さ
れ
る
と
い
っ
て
い
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

神
委
員
は
、
市
町
村
や
市

民
に
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
こ
の

制
度
を
国
の
政
策
で
進
め
る

の
な
ら
、
国
が
１
０
０
％
財

源
措
置
を
講
じ
る
べ
き
だ
と

指
摘
し
ま
し
た
。

神
委
員
は
ま
た
、
個
人
情

報
が
真
に
守
ら
れ
る
の
か
を

質
疑
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
法
第
２７
条
に

基
づ
く
シ
ス
テ
ム
改
修
の

「
評
価
報
告
書
」
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
と
質
疑
。
市

側
は
、「
１１
月
以
降
に
実
施
さ

れ
る
住
民
基
本
台
帳
分
（
基

礎
項
目
）
に
つ
い
て
は
、
法

に
基
づ
き
平
成
２６
年
３
月
に

国
の
『
第
３
者
委
員
会
』
か

ら
評
価
を
受
け
て
い
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
神
委
員
は
（
こ

れ
か
ら
税
務
、
国
保
、
福
祉

関
係
等
の
項
目
が
残
さ
れ
て

お
り
）
「
個
人
情
報
保
護
」
が

シ
ス
テ
ム
上
安
全
を
保
障
す

る
う
え
で
本
格
的
運
用
ま
で

に
間
に
合
う
の
か
、
少
な
く

と
も
十
分
な
時
間
を
か
け
て

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
し
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
」
そ
の
も
の
の
持
つ
危
険

性
を
指
摘
し
て
、
補
正
予
算

に
は
反
対
し
ま
し
た
。

今
後
の
議
会
日
程

平
成
２６
年
度
決
算
審
査
特

別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
決
算
審
査
は
、
次
の
二

つ
の
委
員
会
で
行
わ
れ
ま

す
。

①
一
般
会
計

総
務
費
、
民
生
費
、
教
育

費
な
ど
、
一
般
会
計
の
す
べ

て
の
歳
出
と
歳
入
を
審
査
し

ま
す
。

②
特
別
会
計
と
企
業
会
計

国
保
、
介
護
、
後
期
高
齢

者
な
ど
の
６
つ
の
特
別
会
計

と
、
港
湾
、
水
道
、
下
水
道
、

病
院
の
４
つ
の
企
業
会
計
を

審
査
し
ま
す
。

①
の
審
査
は
９
月
２８
日
か

ら
１０
月
１
日
ま
で
の
４
日
間

で
、
日
本
共
産
党
か
ら
は
鈴

木
一
彦
議
員
と
橋
本
竜
一
議

員
、
②
の
審
査
は
９
月
２８
日

か
ら

３０

日
ま
で
の
３
日
間

で
、
神
忠
志
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
審
査
に
あ
た
り
ま
す
。

１０
月
２
日
（
金
）
は
本
会

議
で
、
決
算
審
査
の
採
決
や

意
見
書
案
の
審
議
・
採
決
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
決
算
委

員
会
、
本
会
議
と
も
公
開
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴

に
来
て
下
さ
い
。


